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104 最右列2行目 広範囲2号消火栓 広範囲型2号消火栓

134
問 1
選択肢⑷

自家用発電設備は，常用電源が停電したときは自
動的に非常電源に切り換えられ，常用電源が復旧
したときは自動的に非常電源から常用電源に切り
換わる．

自家用発電設備は，常用電源が停電したときに自
動的に非常電源に切り換えられるもので，特定防
火対象物（小規模特定用途複合防火対象物を除く）
で延べ面積1 000m2 以上のものに設置できる設
備の1つである．

151
要点のまとめ
6行目

（例：特定施設水道連型…H （例：特定施設水道連結型…H

183
要点のまとめ
下から4行目

乾式・作動式スプリンクラー設備 乾式・予作動式スプリンクラー設備
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問 1
選択肢⑶

2種類の感知器のうち，1つ目が作動すると表示・
警報等が行われ，2つ目の感知器の作動で火災と
断定し，選択弁を開放する．

2種類の感知器のうち，どちらか1つの感知器が
作動すると表示・警報が行われ，火災と断定し，
選択弁を開放する．
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図 2.72
右側の連成計の
記号を圧力計に
修正 ろ過装置
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4 表示の項目2
項目

□ r 2.6のものにあっては「2.6」 □ r 2.6のものにあっては「r 2.6」

265
問 4解答の解
説⑴1行目

防火対象物または消火対象物 防火対象物または消防対象物
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② パッケージ
型消火設備の設
置基準5行目

1のパッケージ消火設備 1のパッケージ型消火設備

370
問 2
選択肢⑷

⑷　Ⅰ型の受信装置， ⑷　Ⅱ型の受信装置，
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問 1
選択肢⑶

合計が2 800m2 の建築物 合計が3 500m2 の建築物
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問 19
バルブ常時開
の記号をオリ
フィスに修正
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問 8
試験用排水管
のバルブ常時
開の記号を常
時閉に修正
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問 10
バルブ常時開
の記号をオリ
フィスに修正
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